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研究成果の概要（和文）：本研究では、近世後期から明治期を中心に東北地方で書写された奥浄瑠璃諸作の表現
分析を通して、当該地域の中世文芸の享受とそれを基盤とする創造の諸相を明らかにすることを目的とした。本
研究の主な成果としては、従来、奥浄瑠璃研究の中心であった宮城県県域や岩手県県域だけではなく、山形県県
域の奥浄瑠璃に関する史資料を見出したこと、その表現分析を通して、東北における中世文学の享受と再創造の
一端を明らかにした点があげられる。
また、本研究では、従来の先行文芸との比較を中心とする分析手法をふまえつつ、さらに奥浄瑠璃の研究の新た
な可能性として、奥浄瑠璃テクスト間の影響関係を重視した表現分析の方法を提案した。

研究成果の概要（英文）："Okujorui" is the oral literature of the Tohoku region from early modern 
times to modern times.I analyze the expression of the "Okujorui", and a purpose of this study is to 
clarify reading of the Japanese medieval literature in the Tohoku region and the state of the 
reproduction of the literature.
Result of this study is to have found a document of the "Okujorui" of not only the Miyagi area and 
the Iwate area that were the center of the study of the "Okujorui"　but also Yamagata area.In 
addition , I analyzed expression of a document of the "Okujorui"　and clarified an example of 
concrete reading of the Japanese medieval literature in Tohoku and the reproduction of the 
literature.
In addition , in this study , I suggested the method of the expression analysis that made much of 
influence relations between "Okujorui" text.

研究分野：日本文学
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１．研究開始当初の背景 
奥浄瑠璃とは、東北の地域社会に根差した
語り物文芸の担い手とその曲目および写本
群をいう。松尾芭蕉『奥の細道』にいち早く
言及され、伊達藩と南部藩を中心に伝承され
てきた語り物文芸の一つである。書写は近代
に入っても続き、明治期にも多くの伝本が認
められる。現在確認できるだけでも、少なく
とも８２作品以上が伝存し、諸伝本は１９０
本以上に及ぶ。 
これまで奥浄瑠璃は、東北の郷土資料とし
ての意義が論じられ、主に民俗学と芸能史の
研究の対象となってきた。民俗学の立場から
は担い手である盲僧と東北における語り物
文芸形成の密接なかかわりが注目されてき
た。その一方で芸能史からは、近松門左衛門
登場以前の、いわゆる古浄瑠璃・金平浄瑠璃
との連続性および地域的展開が問題視され
てきた。小倉博による先駆的な資料の収集と
資料集刊行を端緒に（小倉博編『御国浄瑠璃
集』1939年）、以降二冊の資料集（阪口弘之
編『奥浄瑠璃集』和泉書院、1994 年、福田
晃他編『奥浄瑠璃集成』（一）三弥井書店、
2000 年）も刊行された。近時も断続的なが
ら、新資料の報告が相次ぎ、研究の基盤は固
められつつある。ただし、奥浄瑠璃を対象に
した総合的研究は少なく（成田守『奥浄瑠璃
の研究』桜楓社、1985年）、資料の質量に比
して、未だ多くの課題が残されている。 
本研究代表者は、幸若舞曲や『曾我物語』
といった語り物文芸が地域社会や近世社会
で享受され、新たに創造される様相を追究し
てきた。その際に、研究の指針としてきたの
は、既知の資料・研究領域の再検証と資料群
の再構築による新たな問題領域の提示であ
る。新資料の発見が研究の進展に寄与するこ
とは言うまでもなく、地域資料の場合は、そ
の点に力点が置かれもする。だが、そこに新
たな視角から光をあてなければ、それまでの
研究蓄積は継承は難しく、その研究の歴史は、
途絶える畏れがある。 
近年の奥浄瑠璃研究の場合、新資料の発掘
に重点が置かれ、発掘されたテクストの分析
まで至らない点が少なくない。古浄瑠璃正本
を中心とする先行作との比較検討も、テクス
ト分析の一手法だが、この研究手法は、基本
的に一対一でテクストを比較するため、結論
的に先行テクストとの関係に議論が集約さ
れ、個別事例の指摘にとどまらざるを得ない
面がある。むろん、個別の事例の積み重ねか
ら明らかになることも少なくないが、奥浄瑠
璃総体への理解という点では隔靴掻痒の感
があることは否めず、新たな研究視角の模索
が望まれているのが現状である。 
こうした研究状況を打開するうえで示唆
的な研究が、近年、中世文学研究の立場から
提出されている（錦仁『浮遊する小野小町』
笠間書院、2001 年、鈴木彰「薩摩海域の龍
宮伝承―中近世移行期における薩摩の文化
環境」「立教大学日本学研究所年報」12 号、

2014年他）。いずれも地域資料を対象にして、
地域社会における古典文芸の享受と創造に
光をあて、文化的環境の解明を念頭において
研究を推進している点で共通する。両研究で
重要なのは、表現論とその表現に関わって文
芸享受の文化環境や、心性の諸相も問題化さ
れている点であろう。 
本研究代表者はかかる問題認識に学びつ
つ、奥浄瑠璃の総合研究の方法を模索するな
かで、奥浄瑠璃を地域社会における中世文芸
享受と創造という視点から当該文芸を捉え
なおす研究視座を着想するに至った。この視
座を基軸にして、さらに、表現分析と享受の
文化環境や心性の解明をもあわせることで、
重層的な奥浄瑠璃研究のあり方を探るべく
本研究計画は構想された。 
２．研究の目的 
本研究では、近世後期から明治期を中心に
東北地方でおびただしく書写された、奥浄瑠
璃諸作品の表現分析を通して、当該地域の古
典文芸の享受とそれを基盤とする創造の諸
相を明らかにすることを目的とした。 
本研究では、現時点での奥浄瑠璃諸本の伝
本の基礎情報の掌握に基づき、お伽草子や語
り物文芸との比較を基軸にして、諸作品に共
通して多用される詩歌や教化の言説に着目
して、奥浄瑠璃諸作品の表現基盤とその創造
的展開を解明することを目指した。質量とも
に充実した文化資料として奥浄瑠璃を定位
することは、自ずと歴史学や民俗学、宗教史
との交錯に繋がり、学際的人文学研究の基盤
になることが予測される。日本文学や日本文
化における奥浄瑠璃の位相を問い直し、東北
地方に根差した古典文芸の意義を広く社会
に発信することをねらいとする。  
３．研究の方法 
（１） 奥浄瑠璃基礎目録の作成 
奥浄瑠璃の表現形成を解明するうえで、奥
浄瑠璃諸伝本に関する基礎目録の作成が必
須となる。奥浄瑠璃の目録としては、すでに
「奥浄瑠璃諸本目録」（『奥浄瑠璃集成』㈠三
弥井書店、2000 年）があるが、近年の研究状
況の進展によって増補改訂が必要である。一
次資料を所蔵する機関での書誌調査とマイ
クロフィルムや翻刻論文など二次資料の収
集を行い、奥浄瑠璃基礎目録を作成する。 
（２） 奥浄瑠璃諸本の表現分析 
上記礎目録の作成と並行して、主な伝本の表
現形成とその展開を明らかにする。古浄瑠璃
正本・説経正本・舞の本など語り物文芸のテ
クストとの比較分析を基礎にしつつ、さらに
従来の研究で部分的な指摘がある、お伽草子
や寺社縁起、説話集といった物語草子も必要
に応じて、視野におさめることで、近世東北
社会における古典文芸の享受の一環として、
奥浄瑠璃諸作品の把握を試みる。 
４．研究成果 
（１）主な研究成果 
奥浄瑠璃基礎目録の作成の過程で、学会未紹
介の奥浄瑠璃の伝本『羽州最上寺津深山権現



之御本開』を見いだしたことは成果の一つで
ある。同書は『天童市編集資料』28 号（1982
年）に掲載され、地域資料としては知られて
いたものである。今回、代表者による本文検
証の結果、表現、内容ともに奥浄瑠璃の要素
を多分に備えたテクストであることが判明
し、研究会で報告をした。本テクストの再発
見によって、奥羽地域における奥浄瑠璃の展
開を具体的に明らかにすることができた。こ
のことは、当該地域においてさらなるテクス
トや資料の発掘を十分に予測させ、今後の奥
浄瑠璃研究の研究視座の拡張と多元化に益
することが期待できる。 
また、奥浄瑠璃『天狗の内裏』論を執筆し
（後掲雑誌論文①）、従来、「異本」として捉
えられることが多い奥浄瑠璃諸本自体を論
じる必要性と、奥浄瑠璃諸本間の連続性を問
う視座を提起した。また、奥浄瑠璃と金平浄
瑠璃の関わりに注目し、その表現志向と、こ
れまでほとんど取り上げられていない山形
県域の古浄瑠璃享受史料を論じた（後掲図書
①）。こちらも学会にはほとんど知られてい
ない史資料を再発見し、より大局的な地域に
おける芸能の展開に位置付けた点に意義が
ある。上記の成果とともに奥浄瑠璃研究の対
象領域を拡げた点で、今後の研究の進展に寄
与すると考えられる。 
（２）研究成果の位置づけと今後の展望 
 （１）や（２）で示したごとく、奥浄瑠璃
基礎目録の作成から研究を開始したことで、
従来ほとんど見過ごされてきた山形県域の
奥浄瑠璃の史資料を発見し、研究領域を拡げ
たことは本研究の際だった成果としてあげ
ることができる。基礎目録については引き続
き、作成を継続し、種々の調整をはかったの
ち、公表し、奥浄瑠璃研究の新たな基盤を築
くことを目標とする。 
また、学会発表や論文執筆についても、用
意が整い次第、順次公表することを目指す。 
上記の論文執筆公表のほか、現在、本研究
代表者の所属先である山形大学の公開講座
にて、「東北の義経伝説と奥浄瑠璃―『奥の
細道』を出発点にして」（後掲学会発表②）
と題する講義を行い、研究成果の社会還元に
つとめた。従来、奥浄瑠璃といえば、宮城県
県域や岩手県県域の芸能文化であることが
強調されてきたが、それが山形県県域にも認
められることを近世奥羽の史資料を明らか
にし、地域の方々に報告できた点は、本研究
の成果の一つとして強調しておきたい。 
 東北の地域社会における中世文芸享受の
具体相の解明についても上記の成果によっ
て、着実に成果をあげ、今後のさらなる研究
の進展のための基盤を築くことができた。な
お、本研究代表者は、本研究の延長線上に構
想した研究計画・基盤研究 C「奥浄瑠璃の享
受と諸本形成の研究―出羽三山・奥羽地域の
芸能環境と書物文化の解明」が幸いにも採択
されたため、本研究で構築した研究視座や方
法論をさらに深化させる機会を得た。持続的

な研究によって、日本文学研究ならびに奥浄
瑠璃研究はもとより、広く人文学研究への寄
与を心がけた研究を推進したい。 
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